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して復習コースと PC 初習者コースを開設している (この他に授業担当教員向けのコースも開講さ
れている)．次期教育課程においても，基本的にこれらの教育連携体制を維持していく予定である．
2 次世代情報教育課程









































3.2 VIDシステム (Virtual Image Distributor)




























4 おわりに － 今後の日程
本稿では次期のシステムと教育課程についての概略を述べた．今後の主要日程は平成 13年度に
策定された「全学教育科目情報教育科目長期計画」に沿うことになる．以降注意すべきは次の 2点
である．
1. 平成 17年度の「情報基礎」(現行課程)は次期システムを利用して実施される．現行のシス
テムと環境が異なるため，平成 17年度の授業担当教員に対するシステム利用のための講習
会等の配慮が必要になる．
2. 平成 18年度に「情報基礎」(次期課程)を開始するに当たり，その授業内容・運営の詳細に
ついて，平成 17年度に新システムを利用しながら検討することが可能である．具体的には
17年度前期に検討を終え，夏から秋にかけて講義ノート原案を作成し，その完成後教員研修
を実施する．
新課程における「情報基礎」についても，初等・中等教育の動向あるいは情報技術の進展を勘案し
て，常に本学にふさわしい教育内容を維持することが重要であり，平成 18年度以降も引き続き教
育内容の見直し・改訂が必要である．
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